負担付死因贈与契約書

　　贈与者 〇〇〇〇（以下「甲」という。）と、受贈者 △△△△（以下「乙」という。）は、本日、以下のとおり負担付死因贈与契約を締結する。

第１条（死因贈与の合意）
　甲は、甲の死亡によって効力を生じ、死亡と同時に所有権が移転するものと定め、甲の有する末尾記載の財産（以下「本件財産」という。）を乙に無償で贈与することとし、乙はこれを受諾した。

第２条（負担の内容）
　乙は、前条の贈与を受ける負担として、本契約締結の日から甲が死亡するまでの間、無償にて以下の事項を履行するものとする。

（1）毎月〇回以上、甲の自宅を訪問し、買い物、掃除、洗濯などの身の回りの世話を行うこと。
（2）甲が病気等により通院、入院または施設に入所する場合、その付き添いや必要な事務手続きを支援すること。

第３条（仮登記）
　甲及び乙は、本件財産のうち不動産について、乙のために「甲の死亡」を始期とする始期付所有権移転仮登記手続きを行うものとする。甲は、乙が第１項の仮登記手続きを行うことを承諾した。なお、当該仮登記の手続きにかかる費用（登録免許税および専門家への報酬等）は乙の負担とする。

第４条（遺留分への配慮）
　甲は、本契約による贈与にあたり、乙が負担する履行内容の価額を考慮した上で本件財産を指定した。甲は他の相続人（遺留分権利者）に対し、甲の老後の生活を支える乙の負担に報いるという本契約の趣旨を理解し、乙に対して遺留分侵害額請求を行わないことを強く希望する。万一、請求があった場合でも、乙は他の相続人と誠実に協議し、これを解決するものとする。

第５条（死因贈与執行者の指定）
１　甲および乙は、本契約による死因贈与の執行者として、以下の者を指定し、同人はこれを承諾した。

住所：〇〇県〇〇市〇〇町〇丁目〇番〇号
職業：司法書士
氏名：〇〇 〇〇
生年月日：昭和・平成〇年〇月〇日生

２　甲は、前項の死因贈与執行者に対し、甲の死亡後、本件財産の名義変更、所有権移転登記申請手続き、預貯金等の払戻しおよび解約手続き等、本契約の内容を執行するために必要な一切の権限を授与する。

第６条（契約の解除）
　乙が正当な理由なく第２条に定める負担を履行しない場合、甲は乙に対し相当の期間を定めて催告を行い、なお履行がないときは、本契約を解除することができる。

第７条（受贈者の死亡）
　乙が甲より先に、または甲と同時に死亡した場合、本契約は当然にその効力を失うものとする。

第８条（管轄裁判所）
　本契約に関する紛争については、甲の居住地を管轄する地方裁判所または簡易裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とする。

　以上の合意の成立を証するため、本契約書を３通作成し、甲、乙および執行者が各自署名押印（実印を証明するため、甲および乙の印鑑証明書を添付）のうえ、各１通を保有する。

令和〇年〇月〇日

（甲）贈与者 
住所：〇〇県〇〇市〇〇町一丁目〇番〇号 
氏名：〇〇 〇〇 印（実印）

（乙）受贈者 
住所：〇〇県〇〇市〇〇町二丁目〇番〇号 
氏名：△△ △△ 印（実印）

（死因贈与執行者）
住所：〇〇県〇〇市〇〇町〇丁目〇番〇号
氏名：〇〇 〇〇 印


【本件財産の表示】

（不動産の表示）
所在：〇〇県〇〇市〇〇町一丁目
地番：〇〇番〇〇
地目：宅地
地積：〇〇〇.〇〇平方メートル

（預貯金の表示）
金融機関：〇〇銀行 
支　　店：〇〇支店 
種　　別：普通預金 
口座番号：〇〇〇〇〇〇〇

